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原子力・放射能基礎論 

No.12 原発の安全確保対策－海外との比較 

 

講師：岡村 章 

 

＜講義概要＞ 

福島第一原子力発電所事故以前は、国内では原子力発電所の設計用の基準地震動を一

部上回る地震が数度発生していたが、再稼働ための新規制基準に基づく設計変更では、

各原子力発電所の基準地震動が大幅に引き上げられ、現在は世界的に見ても厳しい水準

と言えるレベルの想定となっている。重大事故対策については、フィルター付ベント設

備（重大事故発生時に放射能フィルターを通して蒸気等を放出し格納容器を減圧する装

置）や緊急時制御室の設置などが要求されており、また、今後の新たな知見等により規

制基準が見直された場合、既設炉にも適合を義務づける制度も導入された。 

最新型の原子力発電所は第３世代炉（改良型軽水炉）に分類される。米国で開発された

ＡＰ1000は、動力電源に頼らない受動的な炉心冷却システムを採用しており、欧州加圧

水型炉（ＥＰＲ）は、重大事故時に溶融した炉心が圧力容器底部を突き抜け落下した場

合の対策であるコアキャッチャーや、航空機衝突に耐えられる２重格納容器が備えられ

ている。また、2030年以降の実用化を目指した炉概念として、安全性、信頼性や核拡散

抵抗性が高い第４世代炉の開発も進められている。 

新規制基準は、欧米では以前から講じられていた重大事故対策を規制要件として取り

込んだものであり、既設炉に適用する基準としては、概ね最高水準に達したと言える。

ただし、今後、アジア諸国を中心として新規原子力発電所の建設が増加すると見込まれ

るが、これらの原子力後進国の新規原子力発電所計画に関しては、より高い水準の設計

基準がナショナルスタンダードとなり、適用されることが望ましいと考える。 
 

＜主な内容＞ 

１． 新規制基準の概要 

 ・自然現象の対する対策、共通要因故障の防止、重大事故対策 

２． 海外の安全基準 

 ・国際原子力機関(IAEA)、西欧原子力規制者協会(WENRA) 

３． 原子力施設の安全目標 

 ・原子力規制委員会の安全目標、確率論的リスク評価 

４． 発電用原子炉開発の動向 

 ・世界の原子力開発の動向 

・欧米新型炉の安全対策 

 ・第４世代の原子力発電所 
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